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Effect of hydrogen fluoride on the corrosion rate of metals in the molten salt, FLiNaK 
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液体増殖ブランケットのフッ化物溶融塩中では，中性子照射下でフッ化トリチウムが生成するため，構造

材の腐食が懸念されてきた。電気化学的測定により構造材及びそれらの成分となる純金属の分極曲線を得て

腐食速度を求めた。溶融塩 FLiNaK中のフッ化水素により Niの腐食が促進されることがわかった。 
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1. 緒言 

フッ化物溶融塩を用いる液体増殖ブランケット環境では，中性子照射で生じるフッ化トリチウム(TF)によ

る構造材の腐食が懸念されてきた[1]。TFの模擬物質である HFを実際に導入して核融合炉環境を模擬した例

は少ない[2,3]ので，TF が腐食へ及ぼす影響が定量的には依然明らかでない。本研究では，フッ化物溶融塩

FLiNaK中へ HFを連続的に導入して，構造材及びそれらの成分となる純金属の腐食速度を調査した。 

2. 実験 

本研究では，溶融塩中で生じる腐食を湿食のみと同様と仮定して，実験期間が

数時間で十分な電気化学測定を行い，試料の分極曲線を得た。30mL の FLiNaK

中に HFを吹き込みながら，試料の電位走査ができる装置を作製した（図 1）。作

用極を試料，参照極を Pt，そして対極を Niとして，それぞれポテンショスタッ

トへ接続した。FLiNaKの温度を 500-600℃，HFの吹き込み速度（模擬生成速度）

を 2×10-8-3×10-7 mol/sの範囲で変化させた。 

3. 結果・考察 

FLiNaKの温度を 500℃として得た，Niの Tafel曲線を示す（図 2）。HF

吹き込み速度を 2×10-8から 3×10-7 mol/sに増加させると，交換電流密度

（腐食速度）は約 10倍に増加したことから，HFによる腐食の促進を確認

できた。今後は HF吹き込み速度と腐食速度の関係を定量的に求めるため

に，HF 吹き込み速度を系統的に変化させる実験を行う。他の純金属や合

金についても Tafel曲線を測定し，HFの吹き込みが無い FLiNaK中で得ら

れたデータ[4]と比較することにより，腐食機構を議論する。 
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